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予
算
編
成
に
お
け
る

財
源
確
保
の
取
り
組
み
は
。

  

限
ら
れ
た
財
源
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
、
予

算
編
成
を
通
じ
て
各
部
、

各
課
等
の
既
存
事
業
の
縮

小
や
繰
り
延
べ
を
行
い
見

直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
義
務
的
経
費
は
、

実
行
計
画
値
を
基
準
と
し

た
予
算
要
求
に
努
め
、
投

資
的
事
業
は
、
事
業
の
適

債
性
を
検
討
し
、
将
来
世

代
へ
の
負
担
の
平
準
化
を

図
る
た
め
村
債
の
発
行
を

予
定
す
る
等
、
財
源
確
保

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
24
年
度
当
初
予
算
編
成

で
は
、
歳
入
の
減
額
の
影

響
が
大
き
く
財
政
調
整
基

金
を
取
り
崩
し
ま
し
た
。

  

　
本
村
の
行
政
改
革
に

つ
い
て
は
。

　
国
の
政
策
の
変
化
、

地
方
で
も
財
政
環
境
が
変

化
し
、
経
済
対
策
に
よ
る

経
常
経
費
、
普
通
建
設
事

業
の
削
減
方
向
の
乖
離
が

見
え
、
後
期
計
画
に
あ
わ

せ
て
経
常
経
費
の
効
率
化

と
事
務
事
業
の
見
直
し
に

よ
る
新
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
と
し
て
再
構
築
し
ま
す
。

 

定
員
管
理
の
適
正
化

に
つ
い
て
は
。

　
今
後
市
制
準
備
、
事

務
事
業
の
増
加
が
予
想
さ

れ
、
職
員
定
員
管
理
計
画

で
17
人
の
増
員
を
計
画
し

ま
す
。

　
ま
た
、
組
織
の
見
直
し

は
、
以
前
の
係
長
と
課
長

補
佐
的
な
調
整
役
を
併
せ

持
つ
総
括
主
査
制
を
設
定

し
、
よ
り
重
い
職
責
を
担

う
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

  

第
５
次
滝
沢
村
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
政
策

の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

  

後
期
基
本
計
画
の
進

捗
状
況
は
、
23
年
度
の
各

実
行
計
画
事
業
の
確
認
と

評
価
を
し
て
、
進
ち
ょ
く

の
遅
れ
が
生
じ
な
い
よ
う

各
政
策
の
目
標
を
達
成
す

る
よ
う
進
め
ま
す
。

  
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
は
。

　
国
の
高
速
道
路
利

便
増
進
事
業
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
る
事
業
で
あ
り
、

村
か
ら
国
へ
連
結
申
請
を

行
い
、許
可
を
受
け
る
こ
と

が
条
件
で
す
。
こ
れ
か
ら

申
請
に
向
け
て
整
備
効
果
、

採
算
性
、
交
通
動
態
や
費

用
負
担
の
検
討
を
し
ま
す
。

　
現
段
階
で
の
他
地
域
と

の
競
合
も
含
め
た
進
ち
ょ

く
状
況
は
、
県
内
で
は
複

数
の
市
町
村
が
設
置
を
検

討
し
て
お
り
、
本
村
は
利

用
人
口
が
多
く
採
算
性
の

要
件
を
満
足
す
る
可
能
性

が
大
き
く
、
24
年
度
内
の

連
結
申
請
に
向
け
て
進
め

ま
す
。

  

公
共
交
通
に
恵
ま
れ

な
い
地
域
の
生
活
支
援
を

含
め
た
取
り
組
み
は
。

　
無
医
地
域
で
公
共
交

通
網
が
未
整
備
な
柳
沢
、

姥
屋
敷
地
区
住
民
の
医
療

機
関
へ
の
受
診
や
治
療
の

交
通
手
段
と
し
て
、
姥
屋

敷
地
区
は
毎
週
火
曜
日
、

柳
沢
地
区
は
毎
週
水
曜
日

に
患
者
輸
送
車
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
内
各
地
区
と

役
場
を
連
絡
す
る
バ
ス
と

し
て
、
同
地
区
を
経
由
し

た
福
祉
バ
ス
を
毎
週
月
曜

日
と
金
曜
日
に
運
行
し
て

い
ま
す
。

　
防
衛
施
設
等
を
生
か

し
た
地
域
環
境
の
整
備
は
、

ど
の
よ
う
に
進
ち
ょ
く
し

た
の
か
。

　
演
習
場
が
開
設
し
て

以
来
、本
村
は
、周
辺
住
民

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
国
防
の
基
盤
と

な
る
演
習
場
や
駐
屯
地
の

安
定
的
使
用
を
確
保
す
る

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

  

防
衛
施
設
に
よ
り
周
辺

住
民
が
被
る
不
利
益
や
障

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
防

衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境

整
備
事
業
と
し
て
、
障
害

防
止
工
事
や
民
生
安
定
施

設
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
地
元
企
業
の
活
性
化

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
地
元
企
業
に
仕
事
が

回
る
仕
組
み
は
、「
指
名
競

争
入
札
」で
契
約
の
相
手

方
を
決
定
し
工
事
、
事
業

の
施
行
を
し
て
い
ま
す
。

　
指
名
業
者
の
選
定
は
、

登
録
業
者
か
ら
選
定
基
準

に
従
い
、
発
注
工
事
の
内

容
や
工
事
の
規
模
に
よ
り
、

村
内
業
者
の
指
名
を
第
一

順
位
と
し
て
指
名
し
て
い

ま
す
。

　
村
の
商
工
業
界
の
皆
さ

ま
に
仕
事
を
し
て
頂
く
た

め
に
、
村
営
の
入
札
全
て

に
対
応
で
き
る
業
者
数
を

体
制
と
し
て
構
築
で
き
る

こ
と
が
望
む
べ
き
形
と
な

り
ま
す
。

　
今
後
も
村
内
業
者
登
載

の
拡
大
に
向
け
、
様
々
な

手
法
、
手
段
の
導
入
を
図

り
実
施
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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被
災
地
の
支
援
と
同

時
に
、
村
内
に
避
難
さ
れ

て
い
る
方
へ
の
、こ
れ
ま
で

の
支
援
と
今
後
の
考
え
は
。

 

　
こ
れ
ま
で
は
、
生
活

支
援
を
中
心
に
お
こ
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は

「
き
ず
な
基
金
」を
活
用
し

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

産
業
振
興
策
は

 

　
①
緊
急
雇
用
対
策
な

ど
対
策
の
内
容
は
。

②
観
光
に
つ
い
て
、
地
域

づ
く
り
と
一
体
と
な
っ

た
着
地
型
を
図
る
と
あ

る
が
内
容
は
。

③
農
林
業
の
振
興
計
画
見

直
し
の
予
定
と
本
年
の

重
点
事
業
は
。

 

　
①
事
業
は
12
件
の
予

定
で
、
就
労
者
数
は
48

名
で
す
。

　
　
ま
た
、
商
工
会
と
の

連
携
・
企
業
誘
致
に
努

め
ま
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と

し
た
着
地
型
商
品
の
開

発
に
努
め
ま
す
。

③
農
業
振
興
計
画
は「
地

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の

策
定
と
合
わ
せ
て
見
直

し
し
ま
す
。

　
　
ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー
ト

の
生
産
な
ど
６
次
産
業

化
を
推
進
し
ま
す
。

 

教
室
の
増
改
築
の
計
画
は

 

　
①
新
設
校
整
備
ま
で

の
、
小
学
校
２
校
の
増

改
築
の
予
定
は
。

②
不
登
校
児
童
対
策
と
被

災
者
の
ケ
ア
対
策
は
。

 

　
①
滝
沢
小
学
校
は
、
24

年
度
に
２
教
室
の
増
築

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

鵜
飼
小
学
校
は
、
25
年

度
に
改
修
と
倉
庫
の
設

置
を
考
え
て
い
ま
す
。

②
幼
保
小
連
携
研
修
会

や
あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
サ

ポ
ー
タ
ー
事
業
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
ケ
ア
対
策
は

県
と
共
同
し
て「
心
の

サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
実
施
し
ま
す
。

 

検
診
の
受
診
率
向
上
策
は

 

　
①
各
種
検
診
の
受
診

率
の
向
上
目
標
は
。

②
国
保
な
ど
医
療
制
度
充

実
の
考
え
は
。

③
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
充

実
の
考
え
は
。

④
保
育
所
の
待
機
児
童
に

つ
い
て
解
消
策
は
。

 

　
①
声
か
け・ポ
ス
タ
ー

の
貼
り
付
け
・
防
災
無

線
の
活
用
な
ど
で
受
診

勧
奨
を
図
り
、
未
受
信

者
の
聞
き
取
り
で
向
上

を
図
り
ま
す
。

②
各
種
の
減
免
措
置
な
ど

が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
拡
充
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

③
障
害
者
自
立
支
援
法
の

廃
止
が
国
で
検
討
さ
れ

て
お
り
、
動
向
を
見
て

充
実
に
努
め
ま
す
。

④
待
機
児
童
は
、
広
い
意

味
で
は
74
人
お
り
ま
す

が
、
定
員
の
見
直
し
な

ど
で
入
所
可
能
枠
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。

 

未
整
備
道
路
の
解
消
は

 

　
①
生
活
道
路
の
整
備

を
急
ぐ
考
え
は
。

②「
移
動
し
や
す
い
交
通

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
と

は
ど
ん
な
事
業
か
。

 

　
①
村
道
は
必
要
に
応

じ
て
局
所
的
な
整
備
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
生
活
道
路
に
お
い
て

も
、
マ
イ
ロ
ー
ド
支
援

事
業
な
ど
住
民
協
働
の

事
業
と
し
て
進
め
ま
す
。

②
地
域
交
通
懇
談
会
な
ど

を
通
じ
て
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
て
お
り
、「
滝

沢
村
地
域
公
共
交
通
会

議
」で
検
討
し
ま
す
。

 

住
民
自
治
の
あ
り
方
は

 

　
①
太
陽
光
な
ど
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

検
討
す
る
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
事
業
は
。

②
住
民
自
治
の
今
後
の
あ

り
方
と
し
て
、
自
治
組

織
の
活
性
化
に
努
め
る

と
し
て
い
る
が
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

 

　
①
太
陽
光
発
電
な

ど
は
、
災
害
や
地
球
温

暖
化
対
策
の
効
果
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
公
共
施

設
へ
の
導
入
を
県
に
要

望
し
て
い
ま
す
。

②
現
在
、
自
治
会
連
合
会

や
各
自
治
会
に
お
い
て

研
修
な
ど
が
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
は
、
自
治
基
本

条
例
の
関
連
条
例
で
あ

る
住
民
参
加
条
例
の
制

定
も
含
め
、
住
民
自
治

の
あ
り
方
を
一
緒
に
検

討
し
ま
す
。

 

住
民
が
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
行
政
と
は

 
　
①
住
民
参
加
型
行

政
の
た
め
に
も「
自
治

基
本
条
例
」
が
必
要
だ

が
制
定
の
方
向
は
。

②
職
員
の
人
材
育
成
と
職

場
環
境
を
充
実
と
あ
る

が
、
具
体
的
に
は
。

 

　
①
一
般
公
募
に
よ
る

「
た
き
ざ
わ
未
来
創
造

会
議
」で
検
討
し
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、住

民
の
知
恵
を
結
集
し
、

今
年
９
月
に
は
報
告
書

を
取
り
ま
と
め
る
予
定

で
す
。

②
人
事
考
課
制
度
実
施

で
職
員
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

意
識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
能
力
向

上
に
努
め
ま
す
。

　
　
健
康
管
理
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
な
ど
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。
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